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こんにちは 
 

日本共産党杉並区議会議員 

 
 

 

酒井まさえです 

 

 

 

 後期高齢者の医療費窓口負担 

２割化による受診控えが明らかに 

 

  
 

 

 
 

 

 

２０２3年１２月１０日 №１５９ 連絡先 日本共産党杉並区議団控室 3312-2111 

     ０９０-９３２５-５６７６ sakaimasae.0507@gmail.com 

 

 

 

 

１１
月
２４
日
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
広
域
医
療

連
合
議
会
が
開
か
れ
、
く
す
や
ま
区
議
が
２
０
２

２
年
度
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
質
疑
と
討
論
を
行

い
ま
し
た
。 

２
割
負
担
の
影
響
で
受
診
日
数
は 

減
少
、
医
療
費
は
３８
億
円
削
減 

 

２
０
２
２
年
度
は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
加

え
、
１
０
月
か
ら
一
定
の
所
得
の
あ
る
高
齢
者
の

窓
口
負
担
が
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

質
疑
で
、
東
京
全
体
で
は
１
割
負
担
だ
っ
た
被

保
険
者
の
う
ち
、
２６
・
４
％
の
人
が
２
割
負
担
に

な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
２
割
負
担
化
前
と
後
の

受
診
日
数
の
比
較
で
は
、
２
割
負
担
の
人
の
受
診

日
数
は
、
１
割
負
担
の
人
に
比
べ
０
・
１
３
日
少

な
い
結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
２

割
負
担
導
入
が
受
診
抑
制
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は

明
ら 

 

明
ら
か
で
す
。 

ま
た
、
２
割
負
担
の
人
が
仮
に
１
割
負
担
だ
っ
た
場

合
と
の
比
較
で
は
、
約
３
８
億
円
の
医
療
給
付
費
の
削

減
と
な
っ
た
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。 

元
の
１
割
負
担
に
戻
せ 

く
す
や
ま
区
議
は
、
『
区
民
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
月
に

１
回
通
院
し
て
い
た
が
２
か
月
に
１
回
に
し
た
」「 

在
宅

医
療
は
自
己
負
担
が
高
い
の
で
往
診
の
回
数
を
減
ら
し

た
」
な
ど
の
声
を
聴
い
て
い
る
。
高
齢
者
が
経
済
的
な

理
由
で
必
要
な
医
療
を
控
え
て
い
る
事
態
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
』
と
質
問
。 

広
域
連
合
の
担
当
課
長
は
、
「
大
き
な
受
診
控
え
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の
認
識
を
示

し
ま
し
た
が
、
「
引
き
続
き
、
調
査
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
） 

   

後期高齢者医療広域連合議会とは 

75 歳以上の高齢者が加入する後期高齢者医

療の予算を定めたり、条例の制定・改廃等を

審議・決定する機関。東京都の広域連合議会

の議員は 62 区市町村議会から選ばれた議員

31 人で構成。任期は２年。2023・24 年

度の日本共産党の議員は、くすやま区議と多

摩市の小林憲一市議の２人。 

 

 ◆東京全体の後期高齢者 窓口負担別の人数

と割合 （2022年度末時点） 

１割負担  105万 6124人  62.9％   

 ２割負担   38万 3593人  22.8％ 

 ３割負担  23万 9777人 14.3％ 

◆２０２２年度の保険料滞納者数 

 3 万 1189 人（前年度比 5547 人、

21.6 ％の増加） 

 

 
一人当たり平均保険料額（案） 

特別対策あり算定案 

2022・2023年度 １０４，８４２円 

  2024・2025年度 １１３，７７４円 

増減      ８，９３２円 

増減率       ８．５％ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健
康
の
話 

み
か
ん
の
パ
ワ
ー 

冬
の
果
物
と
い
え
ば
み
か
ん
が
あ
り
ま
す
。 

こ
た
つ
に
入
っ
て
、
み
か
ん
を
食
べ
る
と
、
気
分
も
落
ち

着
き
ほ
っ
と
し
ま
す
。 

 

み
か
ん
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ⅽ
が
豊
富
で
、
風
邪
予
防
に
も
良

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

か
、
あ
げ
て
み
ま
す
。 

① 

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果 

み
か
ん
に
は
、
へ
ス
ペ
リ
ジ
ン
と
い
う
成
分
が
含
ま
れ
て

お
り
、
中
性
脂
肪
の
増
加
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
食
物
繊
維
も
多
く
含
ま
れ
る
た
め
便
秘
に
も
良
い
で

す
。
カ
ロ
リ
ー
も
低
め
で
、
Ⅿ
サ
イ
ズ
の
み
か
ん
は
約

３４
カ
ロ
リ
ー
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。 

② 

疲
れ
を
回
復 

酸
味
の
も
と
と
な
る
ク
エ
ン
酸
は
、
疲
労
を
素
早
く
回
復

す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

肌
の
う
る
お
い
を
キ
ー
プ 

み
か
ん
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
も
含
ま
れ
、
鼻
や
喉
な
ど
の

粘
膜
の
働
き
を
整
え
る
ほ
か
、
肌
の
う
る
お
い
を
保
つ
効

果
も
あ
り
ま
す
。
冬
の
乾
燥
肌
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す

ね
。 

そ
の
他
、
皮
を
干
し
て
乾
燥
さ
せ
、
お
風
呂
に
入
れ
れ
ば

入
浴
剤
に
も
な
り
ま
す
。
血
行
促
進
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も

あ
り
ま
す
。 

 

み
か
ん
を
食
べ
て
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

  
 

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら 

酒
井
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

討
論
で
は
「
高
齢
者
の
多
く

は
定
期
的
に
受
診
が
必
要
な
病

気
を
抱
え
て
い
る
。
年
金
の
引

き
下
げ
や
物
価
高
騰
が
く
ら
し

を
直
撃
し
て
お
り
、
元
の
１
割

負
担
に
戻
す
こ
と
、
来
年
度
の

保
険
料
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
意
見
を

述
べ
、
決
算
認
定
に
反
対
し
ま

し
た
。 

来
年
度
も
保
険
料 

大
幅
値
上
げ
！ 

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
２
年
ご
と
に
見
直
し
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
毎
回
値
上
げ
が

続
い
て
い
ま
す
。 

２
０
２
４
・
２
５
年
度
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
来
年
１
月

の
広
域
連
合
議
会
に
正
式
に
提

案
さ
れ
ま
す
が
、
す
で
に
示
さ

れ
た
保
険
料
案
は
、
一
人
当
た

り
８
９
３
２
円
の
大
幅
値
上
げ

と
な
る
も
の
で
す
。
「
値
上
げ

や
め
よ
」
の
世
論
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。 

   

 第４回定例会の一般質問で放課後等デイサービスについ質問しました。 
 放課後等デイサービスは、小中・高校就学中の障害児に対して、放課後や夏休み等の長期休業中に、生活能力の

向上のための訓練等を継続的に提供し、障害児の成長を支援するとともに、放課後等の居場所づくりを行う事業で

す。また、仕事をしている保護者への支援にもなっています。現在、区内には２４カ所の事業所がありますが、他区と比

べると少ない現状です。（学童クラブと併用もしている） 

保護者からは、「通所の日数を増やしてほしい」「障害の状態で学童クラブには行けない。5 日にしてほし

い」などの声が寄せられ、事業所職員からは、「待機者がいつも 30人～４０人います」と声が寄せられていま

す。 

私は、これまでも再三にわたりも放課後等デイサービスの事業所を増やすことを求めてきました。 

岸本区政のもと、実行計画（案）の中で、「区内の事業所が不足しているため新規開設を促進するととも

に、事業所が事業継続できるよう運営を支援します」と明記されたことは重要で、区に具体的な支援の内容を

問いました。 

区は、「重症心身障害児を対象にした施設では、従来の人件費の補助に加え新たに賃借料の補助を行う。ま

た、主に知的障害者を対象としている、国の人員基準以上に職員を配置し手厚い支援を行っているところへ

は、運営費の補助を行い、開設促進と安定した事業継続への支援をする」と答弁しました。 

 


